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特別委員会報告

平
成
30
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は

会
期
中
の
９
月
５
日
、
６
日
、
９
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
全
委
員
出
席
の
も
と
、
副

市
長
、
会
計
管
理
者
、
各
部
課
長
及
び
関

係
職
員
の
出
席
を
求
め
行
わ
れ
た
。
平
成

30
年
度
の
決
算
書
、
成
果
説
明
書
、
不
用

額
説
明
書
等
に
よ
り
、
全
部
局
の
説
明
を

受
け
、
認
定
案
件
７
件
及
び
議
案
案
件
３

件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

平
成
30
年
度
会
計
別
決
算
状
況
は
次
頁

の
表
の
と
お
り
。

１
．
評
価
さ
れ
た
事
項

◦�

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
経
費
の
削
減

を
意
識
し
、
自
主
財
源
の
確
保
と
と
も

に
、
国
や
県
等
の
動
向
を
注
視
し
て
積

極
的
に
財
源
の
確
保
に
努
め
、
活
用
を

図
り
、
新
た
な
施
策
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
。

◦�

市
税
収
入
は
76
億
６
２
０
０
万
円
で
、

徴
収
率
が
９
年
連
続
で
向
上
し
た
こ
と
。

◦�

長
年
の
懸
案
事
項
だ
っ
た
駅
前
の
開
発

事
業
と
し
て
駅
前
公
共
ス
ペ
ー
ス
整
備

事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

◦�
岡
谷
市
、
下
諏
訪
町
と
と
も
に
行
う
諏

訪
湖
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
事

業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

◦�

光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
光
学
分
野
の
研

究
成
果
の
発
表
・
交
流
の
場
で
あ
る
、

フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
ポ
リ
マ
ー
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
国
際
会
議
が
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
国
立

研
究
開
発
法
人　

科
学
技
術
振
興
機

構
）
の
協
賛
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
こ

と
。

◦�

高
島
四
丁
目
変
則
五
差
路
が
改
修
さ
れ

た
こ
と
。

２
．
指
摘
事
項
、改
善
要
望
、
今
後
の
希
望

◦�

不
用
額
が
多
額
で
あ
る
。
予
算
を
立
て

る
際
、
余
裕
を
持
た
せ
す
ぎ
た
た
め
で

は
な
い
か
。
支
援
・
補
助
事
業
は
、
事

業
が
周
知
さ
れ
て
い
た
か
、
Ｐ
Ｒ
の
仕

方
は
十
分
だ
っ
た
か
、
利
用
に
当
た
っ

て
過
度
な
制
限
が
か
か
っ
て
い
な
か
っ

た
か
検
討
す
べ
き
。

◦�

循
環
バ
ス
事
業
で
は
利
便
性
に
偏
り
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
今
一
度
検

証
を
お
願
い
し
た
い
。

◦�

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◦�

扶
助
費
が
前
年
度
比
で
4.8
％
増
加
。
今

後
も
伸
び
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
切
れ

目
な
い
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

◦�

西
山
地
区
へ
の
出
張
診
療
は
あ
り
が
た

い
事
業
。
今
後
も
継
続
を
お
願
い
し
た

い
。
一
方
、
霧
ヶ
峰
周
辺
へ
の
事
業
展

開
が
で
き
な
い
か
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

◦�

「
リ
ケ
ジ
ョ
ツ
ア
ー
」
は
、
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
続
け

て
ほ
し
い
。
リ
ケ
ジ
ョ
だ
け
で
な
く
、

優
秀
な
人
材
が
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

で
き
る
よ
う
な
促
進
も
し
て
ほ
し
い
。

◦�

大
型
事
業
が
開
始
さ
れ
、
今
後
の
事
業

費
・
維
持
管
理
費
を
鑑
み
る
と
多
額
な

費
用
が
心
配
。
少
子
高
齢
化
で
福
祉
に

係
る
予
算
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

健
全
な
財
政
運
用
の
検
証
を
お
願
い
し

た
い
。

・
一
般
会
計
決
算

反
対　
不
用
額
が
多
す
ぎ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
費
用
に
対
し
て
、
普
及
率
の

低
さ
や
個
人
情
報
の
漏
洩
の
問
題
が
あ
る
。

賛
成　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
免
許
証

返
納
後
の
身
分
証
明
と
し
て
必
要
。
活
用

度
を
上
げ
る
努
力
も
み
ら
れ
る
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

反
対　
決
算
が
黒
字
な
の
に
値
上
げ
が
必

要
だ
っ
た
の
か
。
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に

対
し
て
も
短
期
保
険
証
を
交
付
し
て
い
る
。

賛
成　
単
年
度
収
支
は
赤
字
。
予
算
に
対

し
て
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

・
水
道
事
業
会
計
決
算

反
対　
10
月
に
値
上
げ
を
し
た
。
未
収
件

数
が
増
え
、
収
納
率
も
下
が
っ
た
。
市
民

生
活
へ
の
配
慮
が
な
い
。

賛
成　
県
内
の
中
で
も
水
道
料
金
は
安
く

設
定
さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
こ
れ
か
ら
修
繕
費
が
か
か
る
。
将
来

に
わ
た
っ
て
、
健
全
性
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
も
の
と
理
解
す
る
。

議
案
審
査 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。�

委
員
長　

小
山 

博
子

平
成
30
年
度
決
算
関
係
議
案
10
件
を
認
定
・
可
決

決
算
の
状
況

討
論

決
算
に
対
す
る
主
な
意
見
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一
般
会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
討
論
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
。

他
５
つ
の
特
別
会
計
は
、
全
会
一
致
で

認
定
。

水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
討
論

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
及
び
認
定
。

温
泉
事
業
会
計
決
算
及
び
下
水
道
事
業

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
可

決
及
び
認
定
。

※�

個
別
の
案
件
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
14

頁
に
記
載

特別委員会報告

採
決
の
結
果

会計別／区分 歳入総額
A

歳出総額
B

歳入歳出差引額
C（A−B）

翌年度に繰り越
すべき額　D

実質収支額
E（C−D）

一般会計 20,310,669,713 19,268,347,630 1,042,322,083 226,756,000 815,566,083

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 5,274,859,249 5,173,567,337 101,291,912 0 101,291,912

霧 ヶ 峰 リ フ ト 事 業 57,439,943 57,439,943 0 0 0

奨 学 資 金 7,499,014 7,387,244 111,770 0 111,770

公設地方卸売市場事業 51,519,587 44,194,525 7,325,062 0 7,325,062

駐 車 場 事 業 19,138,673 19,138,673 0 0 0

後 期 高 齢 者 医 療 719,558,497 682,666,859 36,891,638 0 36,891,638

合　　計 26,440,684,676 25,252,742,211 1,187,942,465 226,756,000 961,186,465

区　　分 経理区分 決算額 収支差引

水道事業会計

収益的収支（税抜）
収益 897,070,803 【純利益】

137,134,155費用 759,936,648

資本的収支（税込）
収入 233,797,645 【収入額が支出額に対し不足する額】

455,898,917支出 689,696,562

温泉事業会計

収益的収支（税抜）
収益 394,003,003 【純利益】

80,105,802費用 313,897,201

資本的収支（税込）
収入 816,480 【収入額が支出額に対し不足する額】

101,393,699支出 102,210,179

下水道事業会計

収益的収支（税抜）
収益 2,163,181,524 【純利益】

334,076,691費用 1,829,104,833

資本的収支（税込）
収入 321,470,393 【収入額が支出額に対し不足する額】

1,022,295,924支出 1,343,766,317

※収益的収入　　料金収入や引き受けた工事の利益など
　収益的支出　　人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
　資本的収入　　事業を行うために借り入れる企業債（借金）など
　資本的支出　　建設改良費や企業債の返済元金など

《平成30年度会計別決算一覧》� （単位：円）

《水道・温泉及び下水道事業の決算状況》� （単位：円）
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「
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
本
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て
、

５
年
ご
と
の
更
新
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
更
新
時
の
手
数
料
を
１
件
当
た

り
１
万
円
と
す
る
な
ど
所
要
の
改
正
。

問	

該
当
す
る
業
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答	

市
内
42
社
、
市
内
を
除
く
県
内
68
社
、

県
外
２
社
で
合
計
１
１
２
社
。

問	

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答	

今
後
５
年
を
か
け
て
更
新
し
て
い
く
。

１
回
目
の
更
新
は
来
年
７
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
行
う
。

全
会
一
致
可
決
。

今
回
の
補
正
額
は
、
６
８
０
２
万
２
千

円
で
、
累
計
額
は
２
２
３
億
５
４
８
２
万

２
千
円
と
な
る
。
主
な
内
容
は
下
段
の
表

の
と
お
り
。

問	
科
の
木
た
め
池
の
導
入
水
路
改
修
は

水
路
全
て
を
改
修
す
る
の
か
。

答	

特
に
傷
み
の
激
し
い
箇
所
の
み
を
行

う
。問	

立
石
公
園
の
滑
り
台
撤
去
後
の
安
全

対
策
は
。

答	

傾
斜
地
の
た
め
、
の
り
面
の
安
全
対

策
は
撤
去
時
に
考
え
た
い
。
ま
た
入
口
付

近
は
、
落
下
防
止
対
策
、
植
栽
等
に
よ
り

対
応
す
る
。

問	

立
石
公
園
の
滑
り
台
の
代
替
遊
具
の

検
討
は
。

答	

公
園
内
に
は
、
18
メ
ー
ト
ル
の
も
の

を
含
め
て
３
基
の
滑
り
台
が
あ
り
、
他
に

複
合
遊
具
等
も
あ
る
の
で
そ
れ
で
代
替
と

し
た
い
。

問	

消
防
団
屯
所
の
移
転
先
は
市
の
土
地

か
。答	

９
月
５
日
付
け
で
所
管
を
消
防
署
へ

移
管
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
現
在
は
市
の
行

政
財
産
で
あ
る
。

問	

移
転
前
の
屯
所
や
そ
の
土
地
は
ど
う

す
る
の
か

答	

屯
所
と
火
の
見
や
ぐ
ら
は
来
年
度
に

は
取
り
壊
し
、
土
地
は
地
区
の
も
の
で
あ

る
の
で
そ
の
ま
ま
地
区
で
管
理
を
す
る
。

全
会
一
致
可
決
。

政
府
に
対
し
て
、
全
国
知
事
会
か
ら
の

提
言
を
実
行
し
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
見
直
し
を
求
め
る
も
の
。

問	

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
と
今

回
の
抜
本
的
見
直
し
の
違
い
は
。

答	

日
米
安
保
条
約
を
一
切
な
く
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
抜
本
改
定
を
し
て
ほ

し
い
。

全
会
一
致
採
択
。

◎
議
案
第
40
号　
諏
訪
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
議
案
第
45
号　
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
陳
情
第
９
号　
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

陳
情
の
内
容

採
決
の
結
果

陳
情
者
へ
の
主
な
質
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

項目 増減金額 主な内容

総務費 3,943万4千円
（社文付託分あり）

◦財政調整基金積立金3,800万円
　�平成30年度実質収支額が確定したことに伴う積立金

農林水
産業費 221万1千円

◦土地改良事業費
　�科の木ため池へ流入する水路について、諏訪市が
負担する測量委託料の補正

商工費 1,000万円減
◦SUWAクリエイティブシティ化戦略事業費
　�地方創生推進交付金の不採択に伴うIoT・AI活用
実践促進事業業務委託料の減額補正

土木費 900万円 ◦公園管理費
　�立石公園の大型滑り台撤去費用

消防費 500万円 ◦一般事業費
　�角間新田区（第3分団第4部屯所）の移転新築に伴う補助金

議
案
審
査 

総
務
産
業
委
員
会

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。�

委
員
長　

牛
山 

智
明

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容
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常任委員会報告

令
和
２
年
度
か
ら
大
学
生
へ
の
奨
学
資

金
の
給
付
制
度
が
再
開
さ
れ
る
た
め
、
関

係
条
例
の
一
部
に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ

る
も
の
。

問	

年
間
の
給
付
者
数
に
上
限
は
あ
る
の
か
。

答	

人
数
の
指
定
は
な
い
が
、
給
付
と
い

う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
年
間
２
名
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

全
会
一
致
可
決
。

10
月
１
日
よ
り
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
例
の
一
部
に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
る

も
の
。

問	

無
償
化
実
施
を
目
の
前
に
、
準
備
は

し
っ
か
り
で
き
て
い
る
の
か
。

答	

情
報
交
換
を
密
に
し
て
誤
り
の
な
い

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て

い
く
。

全
会
一
致
可
決
。

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
一
部
に
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
る
も
の
。

問	

こ
の
改
正
に
よ
り
、
市
民
が
受
け
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答	

印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
を
併
記
で

き
、
ま
た
旧
氏
で
の
印
鑑
登
録
が
可
能
と

な
る
こ
と
で
、
旧
姓
を
使
用
し
て
の
契
約

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
旧
姓
に
よ
る
活
躍
の
場
の
拡
大
に
期

待
が
で
き
る
。

全
会
一
致
可
決
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
。

問	
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
が
始
ま
る

が
、
懸
念
事
項
は
な
い
か
。

答	
未
満
児
保
育
が
増
え
る
の
で
は
と
推

測
し
て
い
る
。
家
庭
で
の
保
育
も
大
事
な

時
期
で
あ
る
た
め
、
必
要
な
時
に
必
要
な

手
が
届
く
よ
う
、
注
意
深
く
様
子
を
見
な

が
ら
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問	

公
立
保
育
園
で
は
副
食
費
を
月
額
４

５
０
０
円
と
し
て
い
る
が
、
私
立
保
育
園

で
も
同
額
と
な
る
の
か
。

答	

私
立
保
育
園
に
つ
い
て
も
同
じ
水
準

に
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
お
り
、
概
ね

同
意
を
も
ら
っ
て
い
る
。

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
34
号　
諏
訪
市
奨
学
金
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
議
案
第
45
号　
令
和
元
年
度
諏
訪
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
議
案
第
39
号　
諏
訪
市
印
鑑
の
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◎
議
案
第
35
号　
諏
訪
市
保
育
の
必
要
性

の
認
定
に
関
す
る
条
例
及
び
諏
訪
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

項目 増減金額 主な内容

総務費 3,943万4千円
（総務産業付託分あり） ◦システム改修委託料� 143万4千円

民生費 401万7千円

◦一般人件費、保育所管理運営費
　財源振替
◦�私立保育所要保育児童保育委託等事業費
� 121万5千円減
◦保育所広域入所事業費�10万8千円減
◦�子育てのための施設等利用給付事業費
� 534万円

教育費 1,836万円
◦就園奨励費補助金� 757万2千円減
◦幼稚園等利用支援事業費
� 2,538万3千円
◦公民館分館整備費補助金�54万9千円

議
案
審
査 

社
会
文
教
委
員
会

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
と
委
員
会
審
査
の
内
容
で
す
。�

委
員
長　

吉
澤 

美
樹
郎
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代表質問

市政を
問う

代
表
質
問

各
グ
ル
ー
プ（
会
派
）が
、
政
策
上
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
も
の
で
す
。掲
載

内
容
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
で
あ
り
、
代
表

者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
家
庭
ご
み
の
処
理
は
今
後
ど
う
な
る
？

問	

家
庭
ご
み
処
理
の
一
部
有
料
化
が
必

要
な
理
由
は
。

答	

有
料
化
導
入
の
最
大
の
目
的
は
、
ご

み
問
題
に
対
す
る
意
識
啓
発
や
、
具
体
的

な
減
量
行
動
の
促
進
に
よ
り
ご
み
の
減
量

化
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

問	

有
料
化
と
な
っ
た
場
合
の
料
金
設
定
、

徴
収
方
法
等
は
。

答	

全
国
的
な
料
金
設
定
で
あ
る
１
リ
ッ

ト
ル
あ
た
り
１
円
を
想
定
。
徴
収
方
法
は
、

大
型
可
燃
物
は
搬
入
時
に
受
け
入
れ
施
設

で
直
接
徴
収
。
燃
や
す
ご
み
は
処
理
手
数

料
を
指
定
ご
み
袋
へ
上
乗
せ
す
る
方
法
を

想
定
し
て
い
る
。

問	

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
が
話

題
だ
が
、
市
で
回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答	

約
６
割
の
リ
サ
イ
ク
ル
適
合
物
は
、

パ
レ
ッ
ト
や
固
形
燃
料
に
再
生
さ
れ
、
残

り
の
約
４
割
の
不
適
合
物
に
つ
い
て
は

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
焼
却
し
て
発

電
）
さ
れ
て
い
る
。

問	

湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
発
電
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
で
焼
却
処
分
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答	

コ
ス
ト
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

排
出
CO2
や
、
燃
や
す
ご
み
量
、
焼
却
灰
の

増
加
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
現

段
階
で
の
考
え
は
な
い
。

●
明
る
く
安
心
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
は
？

問	

地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
に

向
け
た
、
諏
訪
市
の
取
り
組
み
は
。

答	

現
在
、
県
に
お
い
て
再
犯
防
止
推
進

計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
こ
の
計
画
を
受

け
て
、
市
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問	

再
犯
防
止
を
目
的
に
県
で
導
入
さ
れ

た
、
協
力
雇
用
主
加
点
の
制
度
を
、
諏
訪

市
で
も
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答	

他
市
町
村
の
状
況
な
ど
勘
案
し
な
が

ら
、
研
究
を
し
て
い
く
。

問	

犯
罪
防
止
や
抑
止
の
た
め
に
、
教
育

現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
。

答	

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
、
中
学
校
な
ど
で

街
頭
啓
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
先

生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
等
と
と
も
に
、
非
行
、

犯
罪
防
止
の
た
め
の
事
例
研
究
を
行
っ
て

い
る
。

問	

最
近
は
、
薬
物
事
案
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
乱
用
防
止
へ
の
対
策
は
。

答	

学
校
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室

の
開
催
な
ど
の
啓
発
活
動
や
、
教
育
委
員

会
も
参
画
し
て
い
る
「
諏
訪
市
薬
物
乱
用

防
止
協
議
会
」
と
連
携
し
た
薬
物
乱
用
防

止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問	
児
童
虐
待
の
話
題
が
頻
繁
に
報
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
諏
訪
市
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
は
。

答	

平
成
30
年
度
、
児
童
虐
待
に
関
わ
る

相
談
が
111
件
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
40
件

増
加
し
て
い
る
。
児
童
虐
待
へ
の
早
期
対

応
は
大
切
で
あ
る
が
、
虐
待
が
起
こ
り
に

く
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
、
４
月
に
開
設
し
た
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
「
す
わ
☆
あ
ゆ
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
（
通
称
：
あ
ゆ
ス
テ
）
が
、
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
よ
う
に
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問	

今
後
の
「
あ
ゆ
ス
テ
」
に
期
待
す
る

姿
を
市
長
に
伺
う
。

答	

「
あ
ゆ
ス
テ
」
の
愛
称
に
は
、
生
ま

れ
て
か
ら
社
会
に
羽
ば
た
く
ま
で
の
、
子

ど
も
の
「
あ
ゆ
み
」
と
、
親
の
「
あ
ゆ

み
」
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
ゆ
み
に
寄
り
添
う

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
た
い
と
い
う
目
標

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
を
と
り
ま

く
諸
問
題
に
対
し
、
関
係
部
署
、
機
関
、

団
体
等
あ
ら
ゆ
る
人
、
活
動
と
連
携
し
な

が
ら
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く

り
の
場
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

吉澤 美樹郎

《
彩
風
す
わ
》

あゆステ窓口
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代表質問

●
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

問	

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
は
。

答	

誰
も
が
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
諏
訪
市
を
目
指
し
て
、
「
男
女
共
同
参

画
意
識
の
確
立
」
、
「
多
様
な
人
材
が
活

躍
で
き
る
社
会
の
推
進
」
、
「
人
権
の
尊

重
と
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
」
を
目
標
に

掲
げ
、
誰
も
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
人
権

を
尊
重
さ
れ
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
て
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問	

イ
ク
ボ
ス
宣
言
の
概
要
と
取
り
組
み

状
況
は
。

答	

趣
旨
は
、
管
理
職
等
が
所
属
職
員
の

仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
を
応
援
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
多
様
な

働
き
方
の
推
進
等
に
取
り
組
む
こ
と
に
あ

る
。
平
成
29
年
１
月
４
日
に
宣
言
。
「
子

育
て
・
介
護
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
し
、
周
知
徹
底
を
図
り
利
用
を
促
し
た
。

要
望　
諏
訪
市
全
体
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
、
率
先
し
て
男
女
共
同
参
画
を

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問	

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
の
今
後
の
計
画
は
。

答	

今
年
度
は
土
曜
日
に
開
設
し
て
い
る

城
南
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
の
み
設
置
。
そ
れ

以
外
の
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

エ
ア
コ
ン
設
置
の
具
体
的
な
計
画
立
案
に

は
至
っ
て
い
な
い
状
況
。
利
用
児
童
の
体

調
管
理
に
配
慮
し
、
当
面
実
施
可
能
な
環

境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問	

利
用
者
の
声
①
長
期
休
業
中
の
利
用

料
を
安
く
し
て
②
長
期
休
業
中
の
お
弁
当

持
参
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
③
終
了
時

間
を
午
後
７
時
ま
で
に
延
長
④
長
期
休
業

の
受
け
入
れ
時
間
を
７
時
30
分
に
早
め
て

に
つ
い
て
は
。

答	

①
②
は
現
行
の
ま
ま
。
③
④
は
今
後

利
用
者
の
要
望
が
あ
る
よ
う
な
ら
指
導
員

の
確
保
を
含
め
検
討
。

要
望　
中
洲
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
学
校
付
近
の
空
地
に
プ
レ
ハ
ブ
を

建
て
る
、
空
家
を
改
修
し
て
利
用
す
る
等

ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
保
育
園
の
未
満
児
の
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て

問	

未
満
児
の
途
中
入
所
が
難
し
く
保
護

者
に
不
安
が
あ
る
と
の
声
を
聞
く
。
茅
野

市
で
は
年
度
当
初
か
ら
計
画
的
に
未
満
児

の
途
中
入
所
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。

計
画
的
な
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
の
か
。

答	

保
護
者
の
不
安
軽
減
や
待
機
児
童
発

生
防
止
に
つ
な
が
る
最
良
の
方
策
を
研
究

し
た
い
。

要
望　
来
年
度
入
所
説
明
会
ま
で
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

●
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
行
政

と
市
民
が
で
き
る
こ
と

問	

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
件

が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
国
は
児
童
虐
待

防
止
対
策
強
化
を
は
か
り
、
体
罰
禁
止
や

児
童
福
祉
司
の
基
準
見
直
し
と
と
も
に
機

能
分
化
の
制
定
を
し
た
。
各
自
治
体
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
防
止
策
の
整
備

を
し
て
い
る
が
、
当
市
の
現
状
は
。
相
談

件
数
、
そ
の
傾
向
と
推
移
は
。

答	

相
談
件
数
221
件
中
111
件
と
半
数
が
虐

待
に
関
係
す
る
も
の
。
０
歳
か
ら
３
歳
ま

で
が
全
体
の
約
３
割
を
占
め
て
い
る
。

問	

そ
の
対
策
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答	

諏
訪
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
と
各
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
。

「
あ
ゆ
ス
テ
」
は
そ
の
拠
点
と
な
る
。

問	

核
を
な
す
「
あ
ゆ
ス
テ
」
の
相
談
件

数
増
加
に
加
え
、
内
容
も
複
雑
化
し
て
い

岩波 万佐巳

《
あ
し
た
の
諏
訪
》

2019男女共同参画週間ポスター

廻本 多都子

《
日
本
共
産
党
諏
訪
市
議
員
団
》
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代表質問

る
が
、
人
材
確
保
と
育
成
は
。

答	

福
祉
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
体
制

と
と
も
に
人
員
も
充
実
し
て
き
て
い
る
が

十
分
と
は
言
え
な
い
。

要
望　
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
子
ど
も
の

命
や
安
全
確
保
に
、
よ
り
専
門
性
を
高
め
、

一
層
の
質
の
向
上
と
努
力
を
お
願
い
す
る
。

●
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
、
エ
ア
コ
ン
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
整
備
状
況
の
進

み
具
合
は

問	

市
民
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
公
民

館
（
条
例
館
も
）
や
図
書
館
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ア
コ
ン
の
整
備
は
ど
う
か
。

答	

エ
ア
コ
ン
整
備
の
優
先
順
位
は
①
子

ど
も
②
高
齢
者
③
広
く
一
般
市
民
と
し
て

い
る
。
保
育
所
、
小
中
学
校
を
優
先
。
図

書
館
に
は
エ
ア
コ
ン
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
済
み
。
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
は
未
設

置
だ
が
豊
田
公
民
館
の
一
部
の
み
設
置
。

他
の
計
画
は
未
定
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
市

公
民
館
の
み
設
置
。

問	

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
、
市
の

公
衆
ト
イ
レ
を
含
め
、
整
備
状
況
と
清
潔

維
持
な
ど
は
ど
う
か
。

答	

公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
38.5
％
。
公
園

の
ト
イ
レ
は
46
％
と
な
っ
て
い
る
。
順
次

計
画
・
検
討
す
る
。

●
医
療
と
介
護
の
連
携
の
中
、
高
齢
者
福

祉
は
充
実
し
て
い
る
か

問	

高
齢
者
福
祉
制
度
と
諏
訪
地
域
医

療
・
介
護
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
フ

ド
ア
す
わ
」
の
関
係
は
。

答	

「
ラ
イ
フ
ド
ア
す
わ
」
は
、
職
種
間

の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
と
共
通
認
識

の
た
め
の
研
修
、
連
絡
会
議
を
行
っ
て
い

る
。
様
々
な
利
用
者
へ
の
体
制
を
構
築
。

問	

退
院
後
の
在
宅
生
活
へ
の
援
助
は
。

答	

個
別
ケ
ー
ス
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

議会では、予算が実際にどのような使われ方をしたのか、決算について審査をし、
予算が適正かつ妥当だったのかを認定しています。これを「決算認定」といいます。
議会に提出された「決算認定」の議案を審査するために設置されるのが「決算審査特
別委員会」です。諏訪市では議長を除く全議員で構成されています。
すでに支出されたものは取り消すことはできませんが、不適切なものや非効率的
なものがあれば質疑を通して明らかにし、今後の予算編成に反映させていきます。
予算の使われ方をより一層適切で効率的なものにしていくために、「決算審査特別委
員会」は重要な役割を持っています。

用
語
解
説

決算審査特別委員会とは？

あゆステパンフレット

“議員と語っチャオ!!”
を開催します

諏訪市議会では、市民のみなさんの声を今
後の議会活動の参考とさせていただくた
め、意見交換会を開催いたします。多くの
みなさんのご参加をお待ちしております。

日　　時：11月12日㈫
　　　　　昼の部13:30〜15:30
　　　　　夜の部19:00〜21:00
場　　所：諏訪市役所5階大会議室
対　　象：どなたでもけっこうです。
申し込み：不要です。当日、直接会場へお越しください。
そ の 他：�託児を利用いただけます。希望される方は、

11月6日㈬までにお電話でお申し込みくだ
さい。

お問い合わせ：議会事務局 53-0261

諏訪市の未来を語りましょう
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一
般
質
問

ここが
聞きたい

市
政
全
般
に
つ
い
て
個
々
の
議
員
が
自
由

に
質
問
す
る
も
の
で
す
。
掲
載
内
容
は
、
主

な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、質
問
者
の

文
責
に
よ
る
も
の
で
す
。

近藤 一美

●
目
標
上
回
る
入
館
者
数
と
市
民
満
足
度

の
ギ
ャ
ッ
プ　

問	

す
わ
っ
チ
ャ
オ
が
開
設
し
て
３
カ
月

経
過
し
た
が
、
施
設
別
の
利
用
状
況
は
。

答	

無
料
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
特
に
好

調
で
、
連
日
高
校
生
で
満
席
と
な
る
。
高

校
生
の
居
場
所
が
必
要
と
い
う
ニ
ー
ズ
に

は
応
え
ら
れ
て
い
る
。
未
就
学
児
に
限
定

し
た
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
保
護
者
に
好
評

で
あ
る
。

問	

利
用
し
た
い
が
駐
車
場
料
金
が
高
く

て
利
用
で
き
な
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
市
民
の
声
は
届
い
て
い
る
の
か
。

答	

駐
車
場
料
金
に
関
し
て
は
、
引
き
続

き
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

無
料
時
間
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新

規
テ
ナ
ン
ト
入
居
後
の
状
況
を
ふ
ま
え
、

関
係
者
と
研
究
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
駐
車
場
の
稼
働
率
は
想
定
以
下
と

関
係
者
が
認
め
て
い
る
。
専
門
家
に
よ
る

市
場
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
実
態
を

把
握
し
、
無
料
時
間
の
拡
大
を
要
望
す
る
。

●
家
庭
系
可
燃
ご
み
の
有
料
化
は
、
慎
重

に
検
討
す
べ
き
だ

問	
湖
周
２
市
１
町
の
中
で
、
諏
訪
市
だ

け
が
有
料
化
を
し
て
い
な
い
理
由
は
。

答	
平
成
18
年
に
有
料
化
の
話
が
出
た
が
、

諏
訪
市
の
様
々
な
施
策
の
実
施
、
市
民
や

事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化

が
進
ん
だ
た
め
有
料
化
を
見
送
っ
て
き
た
。

問	

家
庭
用
の
「
燃
や
す
ご
み
」
の
指
定

袋
の
収
支
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答	

毎
年
２
０
０
万
円
前
後
の
赤
字
で
あ

る
。

要
望　
ほ
ぼ
収
支
ト
ン
ト
ン
で
立
派
だ
と

思
う
。
有
料
化
の
問
題
は
さ
ら
に
官
民
協

力
し
て
取
り
組
み
、
状
況
を
検
証
し
て
か

ら
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

●
諏
訪
の
地
域
資
源
を
観
光
政
策
に
生
か

そ
う

問	

諏
訪
に
は
諏
訪
市
博
物
館
、
諏
訪
大

社
か
ら
、
原
田
泰
治
美
術
館
、
北
澤
美
術

館
、
服
部
美
術
館
等
が
あ
る
。
今
後
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

答	

大
変
重
要
で
、
魅
力
的
な
観
光
資
源

だ
と
認
識
し
て
お
り
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
く
。

藤森 靖明

●
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

問	

近
隣
自
治
会
と
の
連
携
は
。

答	
博
物
館
と
神
宮
寺
区
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
夜
間
開
館
時
の
イ
ベ
ン
ト
協
力

や
御
柱
祭
で
の
展
示
協
力
、
上
社
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
の
連
携
な
ど
、
こ
れ
ま
で

も
連
携
協
力
が
多
く
、
日
常
的
な
交
流
か

ら
協
力
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
中
洲
公

民
館
に
お
い
て
は
、
年
に
１
回
、
９
月

に
中
洲
地
区

老
人
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん

が
草
刈
り
と

剪
定
の
奉
仕

作
業
を
実
施
。

豊
田
公
民
館

に
お
い
て
も

地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
草
刈
り
・
剪
定
に
協
力
し
、
湖

南
公
民
館
で
は
近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
草
刈
り
、
四
賀
公
民
館
で
は
地
区
公

民
館
役
員
に
よ
る
草
刈
り
、
信
州
風
樹
文

庫
で
は
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
の
草
刈
り
・
剪
定
、

諏
訪
市
公
民
館
本
館
で
は
講
座
か
ら
発
展

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
裏
庭
の
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
と
各
施
設

の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
は
、
日
頃
の
交

流
、
相
互
理
解
が
鍵
と
な
る
と
考
え
、
神

宮
寺
地
区
と
博
物
館
と
の
連
携
を
ひ
と
つ

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
施
設
か
ら
地
域

の
み
な
さ
ん
へ
協
力
の
投
げ
か
け
を
行
い
、

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
施
設
に
対

し
て
提
案
や
申
し
出
を
い
た
だ
き
、
双
方

向
の
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問	

対
策
計
画
の
基
本
的
な
方
針
と
目
標
、

１
０
０
０
点
以
上
の
所
蔵
品
を
誇
る
北
澤
美
術
館
の

中
で
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
代
表
作
「
ひ
と
よ
茸
ラ

ン
プ
」…
一
見
の
価
値
あ
り

草刈り
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利
活
用
の
促
進
は
。

答	
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用
が
い
く

つ
か
動
き
出
し
て
き
て
い
る
。

問	

ど
う
い
っ
た
方
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
る
か
。
年
齢
な
ど
は
。

答	

空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

喫
茶
店
を
始
め
た
方
は
若
い
方
で
あ
る
。

ま
た
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
酒
蔵
の
方

が
絡
ん
で
、
食
堂
と
し
て
営
業
を
し
て
い

く
も
の
も
あ
る
。
ま
ち
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。小松 孝一郎

●
諏
訪
市
土
地
開
発
公
社
の
課
題
と
ま
ち

づ
く
り

問	

市
は
上
諏
訪
駅
西
口
や
東
バ
ル
跡
地

の
開
発
な
ど
大
型
事
業
を
控
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
供
さ
れ
る
土
地
は
土
地

開
発
公
社
が
保
有
し
て
い
る
。
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
公
社
が
大
き
く
関
与
す
る
。

土
地
開
発
公
社
と
は
。

答	

市
が
設
立
し
た
法
人
。
将
来
の
事
業

に
対
し
土
地
を
先
行
取
得
し
事
業
が
実
施

さ
れ
る
と
き
に
金
利
や
経
費
を
上
乗
せ
し

た
価
格
（
簿
価
）
で
市
に
売
り
渡
す
。
簿

価
43.5
億
円
の
９
地
区
を
保
有
。
東
バ
ル
跡

地
・
駅
西
口
・
公
設
市
場
の
ト
ッ
プ
３
で

３９.４
億
円
。

問	

公
社
の
業

務
は
、
順
調
な

事
業
推
進
に
よ

る
短
期
保
有
と

地
価
の
上
昇
を

前
提
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、

全
て
長
期
間
保

有
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
公
設

市
場
は
41
年
間
保
有
。
そ
の
た
め
、
２.６
億

円
で
取
得
し
た
土
地
の
簿
価
は
９.３
億
円
。

し
か
も
地
価
は
92
年
を
ピ
ー
ク
に
下
落
し

続
け
て
い
る
。
他
も
同
様
で
あ
り
税
金
で

買
い
戻
す
場
合
の
大
き
な
負
担
と
な
り
、

事
業
推
進
の
障
害
と
な
る
。
市
の
考
え
は
。

答	

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
に
関

す
る
計
画
を
策
定
。
令
和
２
年
度
ま
で
の

７
年
で
年
２
億
円
の
一
般
財
源
を
使
い
、

ト
ッ
プ
３
以
外
を
買
い
戻
し
て
い
る
。
大

型
事
業
に
伴
う
買
い
戻
し
に
向
け
、
次
期

計
画
を
検
討
し
た
い
。

要
望　
多
く
の
自
治
体
は
国
の
指
針
に

よ
り
起
債
し
、
優
遇
を
受
け
保
有
地
の
買

い
戻
し
や
公
社
の
解
散
（
茅
野
市
・
富
士

見
町
）
を
し
た
。
市
は
健
全
化
計
画
を
選

ん
だ
。
し
か
し
将
来
の
事
業
展
開
を
考
え

ト
ッ
プ
３
の
い
ず
れ
か
に
限
定
し
た
買
い

戻
し
を
行
え
ば
、
事
業
開
始
ま
で
に
買
い

戻
し
が
終
了
す
る
。
事
業
推
進
の
大
き
な

課
題
が
解
決
し
た
は
ず
。

茅
野
市
の
茅
野
駅
西
口
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

基
本
計
画
策
定
、
茅
野
市
や
下
諏
訪
町
が

動
き
出
し
た
道
の
駅
構
想
に
乗
り
遅
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
諏
訪
市
も
広
い
視
野

で
将
来
を
見
据
え
た
熟
慮
や
積
極
的
な
対

応
が
必
要
。

牛山 智明

●
宿
泊
税
導
入
は

問	

東
京
都
の
条
例
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
を

推
計
し
た
場
合
の
金
額
は
。

答	
平
成
30
年
宿
泊
客
数
と
市
内
ホ
テ
ル

旅
館
の
標
準
的
な
宿
泊
料
金
を
も
と
に
し

た
推
計
値
は
、
６
０
０
０
万
円
前
後
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

問	

宿
泊
税
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。
問

題
は
。

答	

宿
泊
税
は
法
定
外
目
的
税
の
た
め
、

目
的
や
使
途
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
新
設
に
当
た
っ
て
は
総
務
大
臣
と

協
議
し
、
同
意
を
得
る
こ
と
や
条
例
制
定

も
必
要
と
な
る
。
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

観
光
振
興
に
充
て
る
た
め
の
新
財
源
と
し

て
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
が
、

既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
現
状
や
課

題
、
県
の
動
向
に
つ
い
て
研
究
が
必
要
な

段
階
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
鳥
獣
被
害
の
状
況
、
対
応
は

問	

こ
こ
数
年
の
被
害
状
況
は
。

答	

市
内
の
近
年
の
被
害
状
況
は
、
鹿
、

イ
ノ
シ
シ
等
獣
類
に
よ
る
野
菜
被
害
、
カ

モ
、
カ
ラ
ス
、
サ
ギ
等
鳥
類
に
よ
る
米
・

果
樹
へ
の
被
害
が
あ
げ
ら
れ
、
被
害
額
は

バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
こ
こ
５
年
間
の
状

況
は
鳥
類
の
被
害
数
が
増
加
し
て
い
る
。

問	

ア
オ
サ
ギ
に
よ
る
稲
の
踏
み
荒
ら
し

被
害
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
。

答	

県
の
許
可
に
よ
る
捕
獲
を
検
討
し
て

い
る
。
捕
獲
に
当
た
っ
て
は
生
息
数
調
査
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や
捕
獲
区
域
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
同
意

が
必
要
と
な
る
。
現
在
は
、
生
息
数
調
査

の
実
施
、
捕
獲
方
法
の
選
定
、
捕
獲
区
域

の
検
討
を
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
の
実

施
を
目
指
す
。
ま
た
県
や
関
係
機
関
、
地

権
者
と
十
分
協
議
を
行
い
、
ア
オ
サ
ギ
の

被
害
が
減
少
す
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

小泉 正幸

●
諏
訪
の
魅
力
再
認
識
、
観
光
見
直
し

問	

市
民
が
諏
訪
の
魅
力
を
再
認
識
、
再

発
見
す
る
手
立
て
は
。

答	

観
光
行
政
の
概
念
は
「
施
設
作
り
」
、

「
宣
伝
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
情

報
提
供
」
へ
と
拡
大
し
て
き
た
。
「
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
に
代
表
さ
れ
る

滞
在
交
流
型
観
光
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

地
域
一
帯
と
な
っ
て
観
光
客
に
お
も
て
な

し
を
進
め
る
体
制
作
り
を
模
索
し
て
い
く
。

問	

現
有
の
文
化
施
設
や
歴
史
的
建
造
物

を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
手
立
て
は
。

答	

現
有
施
設
を
線
で
結
び
つ
け
る
こ
と

や
周
辺
の
観
光
情
報
を
充
実
さ
せ
、
周
遊

を
促
し
滞
在
時
間
の
延
長
と
観
光
消
費
額

の
拡
大
に
取
り
組
む
。

問	

観
光
客
は
諏
訪
地
域
に
来
て
い
る
の

で
、
諏
訪
広
域
の
案
内
ガ
イ
ド
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答	

平
成
29
年
の
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
に
は
広
域
地

図
が
あ
っ
た
。
今
後
、
お
客
様
目
線
で
諏

訪
広
域
で
の
情
報
発
信
に
努
め
る
。　

問	

外
国
人
居
住
者
へ
の
説
明
、
対
応

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
）
は
。

答	
４
カ
国
語
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ

る
。
窓
口
で
説
明
・
配
布
は
し
て
い
る
が
、

衛
生
嘱
託
員
会
議
等
で
周
知
す
る
。

問	

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
、

コ
ー
ス
の
延
伸
、
拡
大
は
。

答	

ガ
ラ
ス
の
里
か
ら
上
社
ま
で
の
延
伸

に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
。

問	

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布
、
あ
っ
せ
ん
は
。

答	

平
成
29
年
に
デ
ジ
タ
ル
化
。
デ
ジ
タ

ル
対
応
の
ラ
ジ
オ
は
、
ア
ン
テ
ナ
を
含
め

て
８
万
円
ほ
ど
で
高
価
。
聞
こ
え
に
く
い

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査

を
し
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
本
年
屋

外
拡
声
子
局
の
新
設
を
３
箇
所
、
既
存

子
局
へ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
を
１
箇

所
行
う
。
な

お
、
電
話
の

フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
等
に
よ

り
防
災
行
政

無
線
の
確
認
が
で
き
る
。高木 智子

●
ひ
き
こ
も
り
支
援

問	

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
対
す
る
市
長
の

所
見
は
。

答	
若
年
層
に
加
え
て
、
ひ
き
こ
も
り
の

状
態
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
中
高
年
層

で
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
近
年
の
傾
向

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
社
会
に
と
っ

て
大
変
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
行
政
と
民
間
と
が
密
接
に
連

携
、
あ
る
い

は
協
働
し
て
、

課
題
に
対
応

す
る
と
い
う

道
を
探
っ
て

い
く
こ
と
で
少
し
で
も
ひ
き
こ
も
り
で
悩

ん
だ
り
困
っ
て
い
る
方
々
の
助
け
に
な
る

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問	

支
援
体
制
は
。

答	

現
在
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
や

対
応
は
、
健
康
推
進
課
及
び
社
会
福
祉
課
、

「
ま
い
さ
ぽ
諏
訪
市
」な
ど
が
行
っ
て
い
る
。

問	

就
労
に
向
け
て
以
外
の
支
援
は
。

答	

経
済
的
自
立
を
目
的
と
す
る
場
合
は

就
労
支
援
を
す
る
が
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
家
計
管
理
に
よ
る
生
活
費
の
や
り

く
り
や
家
の
中
の
片
付
け
、
食
料
支
援
な

ど
に
よ
る
生
活
の
自
立
が
必
要
な
の
か
、

家
族
と
の
関
係
修
復
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

作
業
な
ど
を
通
じ
た
社
会
的
自
立
が
必
要

な
の
か
、
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
各
種
支
援

を
行
う
。

●
親
亡
き
後
の
障
が
い
者
支
援

問	

障
が
い
者
が
生
活
す
る
場
所
に
つ
い

て
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

答	

日
中
活
動
を
す
る
た
め
の
事
業
所
に

新設されたサイクリングロード

《防災情報》
［防災メールサービス］
bousai.suwa-city@
raiden.ktaiwork.jp
［フリーダイヤル］
0120-68-8404
［お問い合わせ］
諏訪市役所危機管理室
0266-52-4141
（内線258）まで
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一般質問

つ
い
て
は
諏
訪
圏
域
で
も
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
必
ず
し
も
充
足
し
て
い
る
状

況
に
な
い
。

問	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
た
め

の
補
助
制
度
は
。

答	

諏
訪
市
障
害
者
等
施
設
整
備
補
助
金

制
度
が
あ
る
。
そ
の
他
に
社
会
福
祉
施
設

等
施
設
整
備
補
助
金
制
度
が
あ
り
、
こ
の

制
度
は
国
庫
補
助
と
長
野
県
の
補
助
を
合

わ
せ
て
補
助
の
対
象
経
費
の
３
／
４
が
補

助
さ
れ
る
。
受
付
窓
口
は
、
諏
訪
合
同
庁

舎
内
の
諏
訪
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
と

な
っ
て
い
る
。

小山 博子

●
公
園
整
備
に
つ
い
て

問	

管
理
・
点
検
・
修
繕
の
方
法
に
つ
い

て
は
。

答	

通
年
、
非
常
勤
職
員
に
よ
り
、
年
３

回
程
度
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。
一
部
の

公
園
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
管

理
委
託
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
地
区

等
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
公
園
も
あ

る
。
ト
イ
レ
清
掃
は
、
１
日
１
回
を
原
則

と
し
て
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
遊
具
修

繕
・
更
新
は
、
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し

た
「
諏
訪
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」

に
よ
り
行
っ
て
い
く
方
針
。

●
子
育
て
・
多
胎
児
支
援
に
つ
い
て

問	

子
ど
も
の
成
長
が
早
く
着
ら
れ
な
く

な
っ
た
服
を
、
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
な

が
ら
手
放
す
こ
と
も
多
い
。
こ
の
も
っ
た

い
な
い
を
な
く
す
試
み
と
、
お
さ
が
り
で

十
分
だ
か
ら
洗
い
替
え
に
欲
し
い
と
い
う

思
い
を
形
に
し
た
い
。
開
催
形
式
は
様
々

だ
が
全
国
的
に
も
開
催
さ
れ
て
い
る
「
お

譲
り
会
（
仮
称
）
」
の
開
催
検
討
は
。

答	

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
お
互
い
の
助
け
合
い
に
つ
な
げ
る
こ
と

は
有
意
義
と
感
じ
て
い
る
。
市
と
し
て
取

り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

を
承
知
し
て
い
る
。
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

と
も
情
報
交
換
を
す
る
中
で
、
学
用
品
や

制
服
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
も
検
討

い
た
だ
け
な
い
か
と
提
案
も
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
活
動
の
内
容
に
応
じ
た
側

面
支
援
を
基
本
と
し
つ
つ
、
連
携
し
て
協

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問	

多
胎
児
は
喜
び
も
大
き
い
が
忙
し
さ

も
想
像
以
上
。
経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
心
の
ケ
ア
に
も
な
り
心
強
い
。
「
双

子
の
お
し
ゃ
べ
り
会
」
の
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
は
で
き
な
い
か
。

答	

す
わ
っ
チ
ャ
オ
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

で
も
、
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
る
場
と
し

て
の
取
り
組

み
を
は
じ
め

た
が
、
今
後
、

多
胎
児
の
保

護
者
同
士
の

交
流
に
も
つ

な
が
る
よ
う

な
企
画
を
前

向
き
に
検
討

し
た
い
。

牛山 正

●
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

企
業
、
農
業
へ
の
支
援
を

問	
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
取
り
組
み
は
。

答	
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
と
諏
訪
圏
も

の
づ
く
り
推
進
機
構
が
連
携
し
た
人
材
育

成
講
座
で
企
業
を
支
援
し
て
い
る
。
農
家

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ま
だ
整
っ
て
い
な

い
が
、
担
い
手
不
足
の
解
消
、
遊
休
農
地

の
縮
減
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
に
向
け
た
研
究
を
し
て
い
く
。
先
端

分
野
導
入
支
援
事
業
補
助
金
や
制
度
資
金
、

産
学
官
連
携
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

を
促
す
モ
デ
ル
企
業
の
選
定

問	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
促
す
た
め
、

モ
デ
ル
企
業
を
選
定
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答	

企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
等
に
資

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
り
、
産
業
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
。
企
業
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く

た
め
に
導
入
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
モ
デ
ル
企
業
の
成
功
事
例

が
大
事
で
、
補
助
金
や
支
援
金
、
人
材
等

メ
ニ
ュ
ー
を
整
備
し
、
モ
デ
ル
企
業
が
生

ま
れ
る
よ
う
尽
力
す
る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
社
会
、
環
境
、
経
済
の
３
側
面
か
ら

企
業
課
題
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
も
の

で
、
新
た
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
の
取
り

組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。　
　
　

●
神
々
の
伝
説
の
縁
（
出
雲
市
、
糸
魚
川

市
）
交
流
促
進

問	

出
雲
市
、
糸
魚
川
市
と
の
市
民
交
流

を
ど
う
進
め
る
か
。

答	

神
話
を
も
と
に
「
神
話
の
縁
結
び　

か
み
が
た
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
協
定
を

すわっチャオキッズコーナー
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一般質問

３
市
で
結
ん
だ
。
今
年
度
は
市
民
へ
の
普

及
啓
発
が
必
要
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
の

販
売
な
ど
に
取
り
組
む
。
３
市
の
観
光
担

当
者
間
で
協
議
を
重
ね
次
年
度
以
降
も

様
々
な
施
策
を
検
討
す
る
。
出
雲
、
松
本

空
港
と
も
に
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
就
航
し
て
お
り
、

空
の
便
を
使
っ
た
交
流
も
模
索
し
て
い
る
。

大オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ

国
主
神
、
奴ヌ

ナ
ガ
ワ
ヒ
メ

奈
川
姫
、
建タ

ケ
ミ
ナ
カ
タ
ノ
カ
ミ

御
名
方
神
の

３
神
を
通
じ
３
市
が
地
域
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

森山 博美

●
ど
う
な
っ
て
い
る
？
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
対
応

問	

諏
訪
市
内
の
異
常
気
象
に
対
す
る
管

理
に
つ
い
て
、
雨
量
状
況
の
把
握
、
被
害

状
況
の
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

答	

８
月
19
日
に
は
気
象
警
報
が
発
生
し

て
い
な
い
状
況
で
も
市
内
で
の
冠
水
情
報

を
受
け
た
。
市
内
で
集
中
し
て
雨
の
降
る

状
況
も
観
測
し
て
い
る
。
諏
訪
市
防
災
気

象
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
内
15
カ
所
設

置
の
10
分
ご
と
の
雨
量
を
公
開
。
長
野
県

河
川
砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
河

川
の
水
位
情
報
を
公
開
。

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政

に
よ
る
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
ま
ず
は

自
助
や
近
隣
で
の
共
助
、
自
主
防
災
会
や

企
業
、
団
体
等
の
相
互
協
力
が
重
要
で
あ

り
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
防
災
減
災
に

取
り
組
む
こ
と
は
効
果
が
高
い
。
職
員
も

最
善
を
尽
く
す
が
、
自
主
防
災
会
の
会
長

や
区
長
に
も
自
然
災
害
に
対
処
で
き
る
よ

う
協
力
や
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。

問	

冠
水
道
路
の
一
時
通
行
止
め
の
許
可

に
つ
い
て
は
。

答	

警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
幹
線
道
路
、

河
川
、
水
門
・
樋
門
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ

の
稼
働
状
況
な
ど
各
班
に
分
か
れ
点
検
を

行
っ
て
い
る
が
、
生
活
道
路
の
冠
水
箇
所

に
な
か
な
か
目
が
届
か
な
い
。
消
防
団
や

地
元
地
区
で
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
閉
鎖
前
後
で
市
へ
一
報
を
い
た
だ
き

な
が
ら
通
行
止
め
の
措
置
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

●
不
安
定
な
思
春
期

問	

心
が
不
安
定
な
思
春
期
の
心
の
ケ
ア

が
不
十
分
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
が
、
諏

訪
市
で
の
対
応
は
。

答	

来
年
度
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す

る
教
育
」
を
全
中
学
校
で
実
施
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。
生
徒
は
傾
聴
の
仕
方
や

思
い
の
伝
え
方
を
、
教
職
員
は
生
徒
に
対

し
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
を
教
え
る
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
が
出
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い

て
周
囲
の
大
人
が
気
づ
く
感
度
を
高
め
る

力
の
養
成
を
図
る
。
今
後
も
相
談
し
や
す

い
環
境
・
信
頼
し
合
え
る
人
間
関
係
の
構

築
に
努
め
て
い
く
。

井上 登

●
ひ
き
こ
も
り
に
偏
見
で
な
く
寛
容
な
社

会
を

問	

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
人
材
確
保
、
研

修
状
況
は
。

答	

家
族
教
室
の
開
催
や
、
担
当
職
員
が

研
修
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

問	

不
登
校
の
傾
向
と
対
策
は
。

答	

新
学
期
開
始
時
の
指
導
で
は
、
気
に

な
る
子
に
は
休
み
中
か
ら
家
庭
訪
問
な
ど

を
し
、
登
校
意
欲
を
高
め
て
い
る
。
自
立

支
援
員
、
養
護
教
諭
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
、
チ
ー
ム
と
し
て
対
応
し
て
い

る
。問	

支
援
団
体
と
の
連
携
は
。

答	

家
族
会
、
団
体
へ
の
紹
介
や
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
く
。

●
加
齢
性
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
補
助
を

問	

難
聴
に
関
す
る
調
査
、
把
握
状
況
は
。

答	

一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
、
医

師
の
診
断
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
を
交

付
し
て
い
る
。

問	

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
と
し
て
補

聴
器
購
入
へ
の
補
助
を
求
め
る
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
の
考
え
は
。

答	

他
の
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
等
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
課

題
と
す
る
。

諏訪大社上社拝殿

湯の脇の冠水
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●
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
未
加
入
の
ク
ラ
ブ

へ
の
補
助
金
は

問	
未
加
入
ク
ラ
ブ
の
状
況
と
支
援
は
。

答	

老
連
に
所
属
す
る
単
位
ク
ラ
ブ
数
は

10
ク
ラ
ブ
で
、
32
ク
ラ
ブ
は
未
加
入
で
活

動
し
て
い
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、
公
園

の
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動
、
サ
ロ
ン
、
学

習
会
、
児
童
・
生
徒
と
の
交
流
会
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問	

下
諏
訪
町
は
未
加
入
の
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
補
助
金
の
間
口
を
広
げ
た
。
諏
訪
市

も
広
げ
る
べ
き
で
は
。

答	

国
・
県
等
の
補
助
制
度
な
ど
の
研
究

を
含
め
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

問	

県
営
桜
ヶ
丘
団
地
廃
止
に
伴
う
住
民

移
転
、
跡
地
利
用
は
。

答	

現
在
５
戸
が
入
居
中
で
あ
る
が
、
二

本
松
団
地
は
耐
震
性
の
問
題
か
ら
新
規
入

居
は
行
っ
て

い
な
い
。
現

地
建
て
替
え

と
な
る
と
空

き
戸
数
が
必

要
。
跡
地
利

用
の
方
針
は

未
定
。

○…賛成　×…反対　なお、議長（伊藤浩平）は採決には加わりません。

■報　　告 第９号 平成30年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業資金不足比率の報告について
第１０号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
第１１号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
第１２号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）

■同　　意 第４号 教育長の任命について
第５号 教育委員会委員の任命について

■諮　　問 第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて
第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるについて

■選　　挙 第９号 諏訪市選挙管理委員及び補充員の選挙について
■議　　案 第３４号 諏訪市奨学金条例の一部改正について

第３５号 諏訪市保育の必要性の認定に関する条例及び諏訪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部改正について
第３６号 諏訪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第３７号 諏訪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第３８号 諏訪市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
第３９号 諏訪市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について
第４０号 諏訪市水道事業給水条例の一部改正について
第４２号 平成30年度諏訪市温泉事業会計利益の処分及び決算の認定について
第４３号 平成30年度諏訪市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
第４４号 公の施設の指定管理者の指定について
第４５号 令和元年度諏訪市一般会計補正予算（第2号）

■認定議案 第３号 平成30年度諏訪市霧ヶ峰リフト事業特別会計歳入歳出決算認定について
第４号 平成30年度諏訪市奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について
第５号 平成30年度諏訪市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定について
第６号 平成30年度諏訪市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について
第７号 平成30年度諏訪市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

■議員議案 第３号 意見書の提出について（米軍基地負担に関する意見書）
第４号 意見書の提出について（国に対する私立高校への公費助成に関する意見書）
第５号 意見書の提出について（長野県に対する私立高校への公費助成に関する意見書）
第６号 意見書の提出について（義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書）
第７号 意見書の提出について（国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書）

■陳　　情 第６号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書
第７号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書
第８号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書
第９号 日米地位協定の抜本的見直しを求める陳情

《全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧》

《全会一致で可決・採択された案件》

区分 番
号 件　　名

岩
波
万
佐
巳

牛
山
智
明

井

上

登

廻
本
多
都
子

近
藤
一
美

小
松
孝
一
郎

横

山

真

小
山
博
子

高
木
智
子

牛

山

正

藤
森
靖
明

森
山
博
美

吉
澤
美
樹
郎

小
泉
正
幸

議決結果

議案 41 平成30年度諏訪市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決及び認定
認定 1 平成30年度諏訪市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定 2 平成30年度諏訪市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

審議結果

廃止対象の県営桜ヶ丘団地
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議会だより《モニター通信》
◆第1回議会だよりモニター連絡会議が開かれました！

◆議会だより第77号のアンケート結果は以下のとおりです。

1人

2人

2人

2人 5人 5人 2人

7人 3人 2人

2人 9人 1人

8人 4人 1人

1人

2人

2人

2人 5人 5人 2人

7人 3人 2人

2人 9人 1人

8人 4人 1人 1人

2人

2人

2人 5人 5人 2人

7人 3人 2人

2人 9人 1人

8人 4人 1人

1人

2人

2人

2人 5人 5人 2人

7人 3人 2人

2人 9人 1人

8人 4人 1人

良い 　　まあ良い 　　普通 　　あまり良くない 　　良くない 

1. 本誌の内容はわかりやすいと思いますか。

3. 紙面構成、レイアウトはいかがですか

2. 表紙や見出しについてのイメージはいかがですか。

4. 写真や図の使い方はいかがですか。

5件の意見書を関係行政庁に提出しました
◎米軍基地負担に関する意見書
　�全国知事会が国宛に提言した「米軍基地負担に関する提言」に同意し、その実現のために日米地位協定の抜本
的見直し等を求めるもの。

◎国に対する私立高校への公費助成に関する意見書
◎県に対する私立高校への公費助成に関する意見書
　�私立高校への就学支援金制度の拡充並びに経常費補助の増額を行うことを求めるもの。
◎義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
　�教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率を2分
の1に復元することを求めるもの。

◎国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
　�国の責任において計画的に35人学級を推進するために、義務標準法改正を含む教職員定数改善計画を早期に
策定し着実に実行することと、そのための教育予算の増額を行うことを求めるもの。また、国の複式学級の学
級定員の引き下げを求めるもの。

議員議案

7月23日㈫に第1回議会だよりモ
ニター連絡会議が開かれ、第3期目
のモニターの皆さんに委嘱状をお渡
ししました。これから1年間よろし
く願いします。

◦�用語の解説コーナーが良い。なるほ
どなと思う。
◦�限られた紙面制約の中で、伝えるべ
き必要な事項が簡潔に記載されてい
ると感じる。
◦�優しい色合いで堅苦しさが緩和され
ており、親しみやすい紙面になって
いると感じた。

感　想 ご意見・ご提案への回答
議員の顔写真は選挙のポスターの写真をそのまま使
用するのはマンネリだ。

前号では新議会がスタートということもあり選挙用
の写真としましたが、今回は議場で新たに撮影した
ものを使わせていただきました。いかがでしょうか。

議会の日程を詳しく知りたい。

12月定例会は16頁のテレビ中継日程のとおり予定され
ていますが、正式な日程は招集日のおよそ2日前に決定
します。決定次第、市のホームページ等で随時更新して
いきますので、ご覧いただくかお問い合わせください。

モニター 議会だより編集委員

ご

意見ありがとうございました



「傍聴者用託児サービス」を開始しました。

諏訪市議会では、令和元年9月議会より「傍聴者用託児サービス」を開始しました。
より開かれた議会を目指し、「議会改革推進特別委員会」で検討してきた諏訪市議会傍聴規則
の見直しの一環で、生後3カ月から就学前までのお子様を、保護者が傍聴している間、無料でお
預かりするサービスです。傍聴を希望される日の5日前までにお申し込みください。
ぜひこの制度を活用し、安心して傍聴していただきたいと思います。詳細は、市のホームペー
ジまたは議会事務局（53-0261）までお問い合わせをお願いします。

議会
TOPICS

＼議会に参加しましょう／

議会を傍聴しましょう！

議会をテレビ・パソコンでみましょう！

請願・陳情を出しましょう！
諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待ちして
います。本会議は予約不要で傍聴できます。
ご希望の方は、諏訪市役所議会棟２階の議会
事務局窓口までお越しください。また、その
際には公共ポイントの引きかえ券もお渡しし
ていますので、ご利用ください。

本会議の様子は、LCVの「かりんちゃん
ねる」で生中継しているほか、過去の映像を
YouTubeにアップしています。下のQRコー
ドを読み込むと、動画一覧ページに移動し
ますので、ぜひご覧ください。また、本会議
の会議録は、図書館、市役所ロ
ビー、ホームページ、議会事務
局で閲覧することができます。

議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文書
でご提出ください。締切りは11月15日（金） 
正午までです。提出方法など、詳しくはお問い
合わせください。

諏訪市議会

12月定例会のテレビ中継日程予定
月　日 会　議

11月25日（月） 提案説明
12月２日（月） 代表・一般質問
12月３日（火） 一般質問
12月４日（水） 一般質問
12月11日（水） 委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。
※質問内容は11月26日（火）頃ホームページに掲載予定です。

12月定例会は、11月25日（月）招集予定です。詳しい日程は、招集日のおよそ2日前に決定する予定です。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長　

 

森　
山　
博　
美

副
委
員
長　

 

廻　
本　
多
都
子

委　
　
員　

 

岩　
波　
万
佐
巳

委　
　
員　

 

近　
藤　
一　
美

委　
　
員　

 

小　
山　
博　
子

委　
　
員　

 

牛　
山　
　
　
正

９
月
定
例
会
で
は
、
通
常
の
代
表
・

一
般
質
問
、常
任
委
員
会
の
他
に
決
算

審
査
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
担
当
課
か

ら
の
説
明
が
あ
り
、適
正
に
予
算
執
行

が
な
さ
れ
た
か
を
検
証
し
ま
し
た
。初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、全
て
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
の
初
め
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
見
せ
て
い
た
だ
き
、よ

か
っ
た
点
は
励
み
に
な
り
ま
し
た
し
、

よ
く
な
か
っ
た
点
は
真
摯
に
受
け
止

め
、改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。モ
ニ
タ
ー
以
外
の
市
民
の
皆
さ

ん
も
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
気

軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

岩
波
万
佐
巳

編
集
後
記

お問い合わせ：諏訪市議会事務局　〒392-8511　長野県諏訪市高島1-22-30
	 TEL／FAX 0266-53-0261（直通）　mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
発行／諏訪市議会　編集／議会だより編集委員会　ホームページ:www.city.suwa.lg.jp


